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最近のコンソール ディスプレイ
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n 緒 言

HITAC 8000電子計算機システムとして,昭和46年から新

たに追加された新シリーズ,HITAC 8350,8450及び8700シ

ステムには,コンソール装置として,Cathode Ray Tube(以下,

CRTと略す)‾丈下表示装置によるH-8094コンソール ディス

プレイが標主筆装備されている｡

コンソール ディスプレイは,従来から使用されてきたコン

ソール タイプライタに代わる装置であり,装置の持つ高速性,

高信頼件及び機能の思7こ亨さなどの理由から,新シリー-ズの目

｢】てJとLている作能,イ._言拙作伎び椎什什の】｢1j__卜に人きく;てf与し

ている｡

昭和46年開発当初のH-8094【21形コンソー1ル ディスプレイ

には,モノスコープ方式を採用し,装置の性能,機能及び信

相性についてはフィールド実績にて十分確認されてきたが,

その実績を某に,より高い信頼性と操作性を追求し,昨昭和

48jF,表示方式としてドット方式を手采用したH-8094-31形コ

ンソール ディ スプレイを完成した｡､

昭和47年に追加されたHITAC 8250システムにも同じ方士℃

をj采用したH-8093-1形コンソール ディ スプレイが其本装備

されている｡

本稿は,コンソール ディスプレイの機能と信頼件に焦点を

あて,H-8094-31形コンソール ディスプレイを例にとり紹介

する｡

`切 コンソール ディスプレイに要求される諸条件

電子計算機システムを操作するコンソⅦル装置は,システ

ー･ムの起動,運転及び停止のすべてにわたって必要な装置であ

るため,同装置がシステムに与える影響は直接的であり,そ

れだけに機能,信頼性,操作性,保守惟などに高度のものが

斗要求される｡

従来,コンソール装置としてはコンソ【ル タイプライタが

使用されてきたが,電子計算機システムがより高速,校雉化
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し,しかも使用時問が終日稼動に近い状態になってきた今日

では,コンソール装置に要求される諸条件をより満足するコ

ンソール ディスプレイが急速に普及するようになった｡

コンソ【ル ディスプレイの機能としては,オペレータの操

作惟に関する機能(オフライン機能と称す)も重要であるが,

特に重要なものはソフトウェア(コントロール プログラム)

によって発揮される機能(オンライン機能と称す)である｡

極言すればコンソール ディスプレイの機能はソフトウキアの

サボ【卜機能からi央完三されるべきものである｡更に必要な機

能としては,操作の集中化の意味から,コンソⅥル パネルの

機能,電子原リモート制御機能があり,また,ソフトウェア デ

バ､ソグ時にはハ”ド コピー機能も必要となる｡

オフライン機能としては,けん盤からのデータ入力機了指,

データ帽iヒ機能,表ホ画面への表示機能などがあるが,これ

らの機能はキー インしやすさ,誤操作防止,見やすさなど,

主としてオペレ一夕に対する人間工学的な見地から考慮され

なければならない｡

オンライン機能として最も重要なものは,匝i面制御機能で

ある｡ディスプレイ装置は本質的にダイナミ ック臼-1力(記録

に残らない)であり,また限られた画面の中に情報を出力し

なければならず,消去すべき情報,残置すべき情報の選択な

どの利子卸が非常に複雑になる｡コンソール ディスプレイのハ

ードウェア機能としては,これら装置の本質からくる制限が

ソフトウェアのサポート機能を制約するようなものであって

ほならない｡したがって,次のような機能が必要となる｡

(1)1申面の表示容量が十分であること｡
(2)画面消去のタイ ミングをプログラムに連絡するための挿j

面終点検出ができること｡

(3)プログラムによる全画面消去が可能なこと｡

(4)画面分湖制御ができるようプログラムによI),画面の作

意の位置人の読出し,吾込みができること｡

*
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図1 コンソール ディスプレイの構成 コンソールティスプレイの

構成と接続システム及びオペレーティングシステムとの関ユ垂を示す｡

Fl口･lCo=f-q=｢at■0=Of Co■1Snlc Display

(5)表ホ情報の向耐滞イ】二矧桔】を
-･起とするため,担l転式画面

r別御ができること｡

(6)i‾由順のハート コヒーが,プログラム コントロ”ルによ

り行なわれることしつ

(7)未応答メッセー｢ゾ,l｢】両軸の再表示が可能であること′ノ

コンソール バネ/し機能とLては,システムの起動,停止を

し､ちいち処]理装置の操作バネ′レ圭で行かなくてもよいよう,

チャネル アドレス,IOPアドレスなどのアドレス設ラ王機能,

処理装置の起動,停止に必要なスイッチ頬及び処理装置二状態

の表示灯顆を備えている必要がある｡

ノ､-ド コピー(プリント)機能は,ロギング データのタ

ーン アラウンド時間軸縮のため,特にソフトウエア デバッ

グ時に必要な機能である｡また,システム逆用に入ってから

も必要とする例は少なくなく,二の場合単なる両面の記三禄だ

けでなく,不要な情報(例えば.ジョブ ステータス,再衷ホ

された未応答メ･ソセージ)はプ1jント アウトせぬようプログ

ラムで指荘できなければならない.っ

コンソMル ディ スプレイのイFi東酔｢′l‾三については,コンソMル

ナィ スプレイでのエラー,,故障がシステム ダウンにつながる

場fナが多いため砧いイi言束糾′Ⅰ三か要求される.｢

もちろん,佐川部-‡7一致の†氏i成,高イ了;束財宝部一打.の使用,機不戒

l■1(J可重婚r;分の排除などが必要であるが,オへレークが朔繁に

す好守
l′
壷

匂
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他椚する装置であることかごパ浄電1t障害の1;〟1L,また電掘ノ

イス'や近接機器(電話など)かJ-)の静1琵,電磁誘≠淳による誤

動作ドノハトなども,装置として備えなければならない条件の-一一

つであるニ

オペレータの言呉操作を防止する機能や,間欠的に発生する

エラ=一について容妨に仲試行できる機能を備えていることも

広い意味での仁子栢竹三内I一二に必要である｡

操作什については,表示両佃が見やすいこと,けん盤の推

作がしやすいこと,オペレーーー一夕の誤抹作のr;〟1卜機怖が備わっ

ていることなどが必要となる｡,したがって,表ホi巾l如の‾丈′j二ん】一

門,コントラスト,衷ホ色,キー円己列,キーータッチカなど人･

fぎーり工手的な条件がiポi妃されてなければならない｡

保守作については,ハードウェアの構成が書残能単イ立にブロ

ック化されており,植村三仙I叶検才一†1カー不易であること,また【牧

伴プロ･ソクの交根が知川.川‾ゴで存妨に行なえることなど,‾交椎

イ末寺札思想に樵づいた粂什を必要とする｡その他,装置テス

タが接続でき,マニュアル テストができること,診断プログ

ラムが川二占てされて才うl)工的作確認と拍帖検†ilができることも必

一安であるっ

田 コンソール ディスプレイの概要

3.1 構 成

コンソール ディ スプレイは,HITAC 8000シリーズ標j隼人

J†けフィンタフエースにより､HITAC 8350/8450/8700システ

ム各チャネルに直結Lて使用されるCRT文字表ホ装置であ

るr)装置はチャネルに対する入,出力メ･ソセ【ジをCRT(フ､

ラウン管)上に表ホする表示部,オペレMタが仁じ答メ ッセー

ンやオペレMタ コマントを入力するけん盤部及び処理装置に

直泉.7したインタフェⅥスを持ち,システムの起動,停止,コ

ンソ【ルてi那生みなどを行なうコンソール パネル部,装置動作

を制御する論理部などから構成される｡また表示画面を記録

するために,ハード コピー用プリ ンタを才妾続することもでき

る(図1～3参照)｡

論手堅郎には1kバイトのバッファ メモリ,映イ象イ言号を発生さ

せる丈′}二充子ト器(キャラクタ ジェネレータ)を持ち,毎秒30

秒の両所を表ホするととい二,1,000乍/秒の過度でデータを

j圭一之仁iすることができる(表1参事照)(二､

図2 H-8094-31形コンソール ディスプレイ 操作中の什印94-31 図3 表示文字 本図は診断プログラムにより表示された画面の一例であ

形コンソール ディスプレイの外観を示す｡ る｡

Fig･2 ModelH-8q94-31Console Display Fig_3 Test Pattern on CRT Screen
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渾

斬ピ‾力
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区14 ブロック ダイヤグラム H-8094-31形コンソール ディスプレイの構成ブロックと相互関係を示L

ている｡太線の表示はデータのルートである｡

Fig.4 B10Ck Diag｢am of Console Display

表I H-809小31形コンソール ディスプレイイ土様

ンソール ティスプレイの主要性能を示す｡

H-8094-31形コ

Table lSpecificat10nS Of ModelH-8094-31Co｢1SOle Display

項 目 仕 様

デー タ転送速度

連続転送最大文字数

表 示 文 字 数

表示文字の種類

使 用 コ

_-ド
イ吏 用 C R T

表示文字の大き さ

プリ ンタ印字速度

l′000文字′/秒

l.000文字

l.000文字(50字/行×20行)

lI2種類(英記号,英数,イ反名)

+lS-C-6220 8ビット コード

け'角形ブラウン管,表示色緑

横3.1mmゝく縦3.4rnm(7×9ドット)

20字/秒(H-F8095プリンタ接昂売の場合)

30字/秒(什F8095-2プリンタ接続の場合)

3.2 動作の概要

図4に示す,H-8094-31形コンソール.ディ スプレイ ブロ

ック ダイヤグラムに従って動作の概要を説明する｡

表示部は12形ブラウン管及びその周辺k一指各から成り,CRT

ブラウン管上に二丈宇を表示する｡走森方式は,インタレース

ラスタ スキャン方式である｡

けん盤部は,ホール効一策を応絹した半ノ導体無接点スイッチ

のキー部と,LSトROM(Large ScaleIntegration Read

Only Memory)のエンコーダ部より成り,打けん情報はエン

コーダで8ビット並列信号に変換され,入出力レジスタを介

して表ホ記憶部に記･はされる｡けん盤配列に関しては､匡15

を参照されたい｡

表示記憶部は,1画廊分の記憶容量を持つメインメモリ と

1行分の記憶容量を持つサブメモリ及びその制御回路から成

I)､送受一言データの記憶を行ない,一定`グ)同期でコードの読

出し及び書込み(リフレッシュ)を行なう｡

‾文字発生部は4,032ビットの記憶零墨を持つ,MOS ROM

(MetalOxide Semiconductor Read Only Memory)2個か

ら成り,英記号,似名‾文字など,112種類の文字パターンを記

憶している半導体固定記憶装置であり,表示記憶部から送ら

れた文字コmドを,横7ドット,縦9ドットの文字映像信号

に盤根するり

処‡里装F貫から送イ‾i言されたデMタも入汁けJレジスタを介Lて,

表‾ホ記憶部のメイン メモリに記小エされる｡表示記怯部から一一

1主のJ計糊で読みH_1された文字コーードは,文字発生部で映像イモ‾言

ぢ･に盤根され,表示部ブラウン管巾卜に文下條として,オペ

レーー1タに伝ミ述する｡

オペレー▼1タがけん盤より作成したデータは,表示記一位邦に

椚=えごJれデータ作:成終了をホすE N Dボタンを押すことによ

り処f里装道に転こj去されるr.

【】 機 能

4.1 オフライン機能

(1)けん盤挑

図5は,H-8094--31形コンソーール ナィスプレイのけん愁綿に

(JIS規格に準拠)のキー配列を示すものである｡4列3f貨

シフトのけん盤で,オペレータは英･数字,英記号,仮名文

字の計112棟のキ■一によりデータを作成できる｡文字キmのほ

か,データの作成及び帽iEのための制御キ【も用意されてお

り,匝j面の消去,カーソル位置(書込イ立置)の変更などが行

なえる｡

ニのようなデータ人力,帽正機能のほかに二大のような機能

を備えており,オペレータの誤棟作防止を図っている｡

(a)∴重打けん防止機能:隣接したキーなど二つ以_l二のキー

をl司時押L下した場合,データを無効にする｡

(b) 2キ【 ロ柑ル オーバ機能:二つのキーをオⅦバラップ

させて押しても,デⅥタは才甲した順序に正常に入力される｡

(C) 2タッチ方式:誤まって画面を消去してしまわぬよう,

伸i面消去キ【は2タッチ方式になっている｡

(d) ロック機能:オペレータ モ∬ド以外はキーを無効とし,

オペレータの意】周しないデータは人力されない｡またNL

(New Line)コードから先,その行の終わりまでのデータは

送信されない無効データになるため,オペレータモードrrlNL

を入力すると,NLから先その行の終わりまではキー インで

きないようにして,誤操作のド方止を図っている｡

(2)表ホ部

H-8094-31形コンソール ディスプレイ表示部では,12形角
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図5 H-8094-31形コンソールディスプレイけん盤配列 +OAD,GENRES,STOP,START,

COINの各キーはコンソールパネル用である｡

Fig･5 Keyboa｢d of Modelトト8094-31Co=SOle Display

形ブラウン管(P39けい光体)を使用したモニタ テレビによ

り,オペレータの人プJしたメッセⅦジ及びプログラムから出

力されたメッセージを,見やすし一線色で表示する｡1表示画

面容量1,000文字は1行50字×20行のフォーマットで表ホされ,

コンソーリングのための入､出力情報が行単位で抜いやすい

ようになっている｡

恭本となるデータ表示機能のほかに次のような機能を備え,

操作性の向上も図っている｡

(1)状態表示機能

コンソMル ディスプレイのこ状態は図6に示す表ホ沖i佃横グ)

オペレータパネルで表示される(つ オペレータは画面を見なが

らこれらのこ状態を監視できるため,視覚的二寝労,煩雑きが軽

i域される｡オペレ【タ パネルには後述のとおり.処理装置二状

態の表示及び緊急の場合,システム全体の電源を断にするた

めの緊急電源断スイッチも用意されており,推作の集中化が

岡られてし､る｡

(2)輝度,コントラストの調繁

表示部内部の可変抵抗器により表示[和面を最も見やすい二状

態に調要さすることができる｡

(3)オーデイブル アラーム機能

コンソール ディ スプレイがオ/ヾレ一夕 モードになったと

き,またはアラームが発生したときにはブザーが鳴るので,

オペレータは適切,かつ迅速に‡菓作を行なうことができる｡

4.2 オンラインヰ幾能

H-8094-31形コンソール ディえプレイは,READ系,WR

ITE系及びCONTROL系のコマンド計12穐によって指定され

た動作を実行し,これらのコマンド動作の組合せにより,ソ

フトウェアでは,匝j面の分割制御によるジョブ ステ【タス表

示,末応答メッセージの再表示,回転式画面制御など二慧富な

機能をサポートできるようになっている｡

(1)データの読出し及び書込み機能

READ MESSAGEコマンド,又はWRITE MESSAGE

コマンドにより,プログラムはオペレータの作成したメ ッセ

ージの読取り,文一はオペレータに対する連絡メッセージの書

込みを1,000文与:/秒の高速で行なうことができる｡READ M

ESSAGEコマンドでは,ベルを鳴らしてオペレータにメッセ

ージ作成の要求を知らせる機能がある｡

(2)1画面分の読出し,書込み機能

READ SCREENコマンド,またはWRITE SCREENコ

マンドにより,画面始点から終点まで1画面分のデータの読

出し,書込みができる｡このコマンド機能により,旧画面の

再表示(旧画面の探索),診断,又は画面保存のために1画面

単位でデTタを扱うことが容易になる｡
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(3)画面位置の指定機能

READ MESSAGEコマンド,又はWRITE MESSAGE

コマンドで耳小)扱うメッセージの詫出し,書込み位置を,7ら

ログラムで任意に指定できる｡すなわち,READ CURSOR

コマンド,又はWRITE CURSORコマンドにまり,画面上

のカ”ソル位置(アンダーライン表示,書込み読Jl-iし位置を

示す)が行/列の2バイトで読出し,書込みされる｡本機能

により,画面分割,回転式画面などの画面制御サポートが可

能となる｡

(4)両面終点検出機能

WRITE系コマンドでメッセージ書込み中,又はREAD系

コマンドでオペレータがメッセージ作成中,書込みデータに

より画何が一杯になった場f㌢,ニれを検出してプログラム又

はオペレータに報告する｡表示画面容量は有限であるが,プ

ログラムは書き込んだデ】タ呈を数えな〈ても,終点検山報

て一子に.より,次のi【f佃i御J御に移る時期を知ることができるので,

あたかも画面が無限であるかのように使用することができる｡

(5)向血消去機能

SCREEN ERASEコマンドにより,画面の全消去を行な

うことができる｡

(6)プリント制御機能

PRINT ONコマンド及びPRINT OFFコマンドにより,メ

ッセーン単位にプリ ンタの動作,非動作を指7示することがで

10P CH DEVICE

POWER READY OHW

◎ ⑳
TEST ERROR

O ⑳
｢‾‾‾‾-｢

;OPERATOR■LOAD

:○;0
BUSY!START

(⊃
円刊NT

O

LOCAL

O

POWER

O

0
】DLE

O

LOCK

◎

国

図6 表示部オペレータ

パネル 点線内のスイッチ,

ランプ以外はコンソール パネ

ル用である｡

Fig.6 0pe｢ato｢'s Pane1

0n Viewer



最近のコンソールディスプレイ 日立評論 VO+.56 No.8 747

きる｡

(7)モード指定機能

システム ジェネレーション時,AUTO STATUSコマンド,

MANUAL STATUSコマンドにより,コンソール ディスプ

レイーのモードをAUTO/MANUALいずれかに指定すること

ができる｡MANUALステータスでは,(4)の〔由j面終∴‡検ノー11の

報告はオペレータになされ,画血消去などの操作はオペレー

タの判断に任される｡

4.3 ソフトウェア サポート機能

4.2のオンライン機能を位相L,ソフトウェアでは二人のよう

な機能をサポートすることができる｡

(1)画面分剖制御のサポート

内面位置指定機能(カーソル コントロール機能)により,

画巾を図7に示すように分割し､それぞれの領域に異なった

情報を表ホする｡ジョブ ステ【タス領土或にはジョブクラス及

び実行中,応答待ち,休止中などジョブニ状態を示すコードが

表示され,これらの情報はジョブ ステータスが変わるごとに

アップ デートされるのでオペレータは二枝折のジョブご状態を知

ることができる｡

オペレータ～ソフトウエア連絡領域には,オペレータに対

する連絡メッセージ及びそれに対するオペレ"タのんb答が表

示される｡本領域か一杯になったとき,領域内の末応答メッ

セージは末応答メッセージ表示領域に再表示される｡

末広答メッセージ領域内のメ ッセージは,オペレータが応

答を返すまで表示され続けるので,応答忘れによるジョブの

停止を;;ガ+1二できる｡

か一ソル コントロール機能は,通常,オペレータ～ソフト

ウェア辿絡領域にあるカーソルをジ_ヨブ ステータス更新のた

め,又は末広答メッセ【ジ表ホのためにそれぞれの領域に移

動させ,再びフ亡の位置にもどす場合に使用される｡

画商終点検出機能は,オペレータ～ソフトウェア連絡令酌或

が一杯になったことの検出に使用される｡

ハード コピー プリ ンタが才妾続されている場合,通甘-ジョ

ブ ステータス及び再表示きれた末応答メ ッセージはプリント

不要であるので,プリント了別御機能により,ニれらの情報を

プリント アウトしないように粁ホし,処理効率のIFり上と川紙

の節約をLメlってし､る｡

(2)回転式両‾由利御のサポート

図8にホすように,匝i面に表ホする十l守幸Rをラップ アラウン

ドさせて表示情報の担j面1滞在期間を---･;上にL,オペレーータが

帖幸艮を判断するのに十分な時間をもたせるようにすることが

できる｡情報をラップ アラウンド表示きせた場fナ,旧跡j血と

新画面の囁界が分かりにくいため,J尭界にスペース1行と特

l

ジョ

未応

′ケハ′聯撃甥雪ご聯照喝㌢響く潤滑幣溺=拶ど卵‡′だ郁男二照弓'ぎぎ′よr芋粥や′ぺご罫ご‾て三ご′′ご郡≡

オペ

1
I

ブステ一夕ス表示領域

答メッセージ表示領域

レ一夕､ソフトウェア連絡韻域

表示画面

図7 画面分割制御 画面分割の一例を示す｡

Fig.7 An Example of Split Sc｢een

殊‾丈字1行の2行を常に挿入する｡これら〕尭界線の表示はカ

ーソル コントロール機能により行なうことができる｡すなわ

ち,拉終メ､ソセージに続けて常にスペース1行分と特殊文字

1行分を書き込むようにし,その後カーソルを黄終メッセー

ジの後に格動させておけばよい｡ラップ アラウンド表示は画

面分割制御におけるオペレータ～ソフトウェア連絡領域にも

適用できる｡

(3)画面検索機能のサポート

ある淀められた時点の画面をファイルに保存しておき,旧

画面の検索が必要になったとき,オペレータ コマンドにより,

フ1ウイルに保有した旧画而を逐次再表示させることができる｡

画面の保存,再表示には,1両面分の読出し,書込み機能が

イ車用される｡

4.4 コンソールパネル機能

H-8094-31形コンソールディスプレイでは,亡Jん盤部及び

表ホ部オペレーータ パネル上にコンソール パネルの機能をイ

ンテグレートして持たせており,プログラム ロード,スター

ト､スト
ップ及びシステムリセットなどのため,オペレータ

がその郡J空､処理装置の樵作パネルまで行かなくてもよいよ

うにLてある｡また表示灯により,処三塁装置の電源状態,運

転二状態,エラーニ状態が監視できる｡

OHW(0ver Heat Warnning)ニ状態が発生した場合は緊

急電丁憶断(EPOFF)スイッチによI),システム全体のう蛋i原

をオフにすることができる｡

コンソrル パネル機能は大規模なシステム,あるいはレイ

アウトトの関係で処理装置とコンソール ディスプレイが離れ

て設置される場イ}に傾利である｡

4.5 電源リモート制御1幾能

標準Ⅰ/0インタフェースのほかに電源制御インタフェース

を持ち,処理業帯電源の投入/切断に従って,コンソールデ

ィスプレイの電源も自動的に,投入/切断されるようになっ

ている`⊃

4.6 ハード コピー(プリント)機能

オプショ ンとしてハーード コピー プリンタを接続できるよ

うになっており,ロギング情報,コンソーリング情報の記録

がとれる｡プリンタのオン/オフは,けん盤部上の制子卸キー

でマニュアナレにできるほか,メ
ッセーージごとの制御をコマン

ドでできるようになっている｡

l司 信 頼 性

装置に要求される高い信頼性を実_現するため,H-8094-31

形コンソール ディスプレイでは,部品,実装,機能について,

二大のような∴1丈に注意が払われている｡

新画面

境 界

旧画面

⊥

Y EDOS SYSOUTINITIAしIZED

****

Y EDOS SYSTEMIN】TIAT10N

Y EDOS EDOS 5/10/74

*****

図8 回転式画面制御 回転式画面の一例を示す｡

Fig.8 An Example of W｢apa｢ound Sc｢een

スペース

特殊文字
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(1)実績ある部品の準用

論理素子としては,HITAC 8000シリ【ズで十分信頼惟が

確認されてし-るTTL(Transistor-Transistor Logic)を

採梢し,プリント某板については,従来の実績をもとに,価

格的にも信頼性のうえからも改善されたものを使用した｡表

示部にはⅩ線モニタなど工業用モニタとして十分なフィール

ド実績を持つモニタ テレビをj采用した｡

(2)部品点数の低i成

けん盤エンコーダ,文字発生器(Character Generator),

表示メモリなどには,MOS LSIを採用し,部品点数を大幅

に子成少させた｡.これにより電子原装置も′ト形化され,特に信頼

度に影響の大きいパワートランジスタの数も少なくなってい

る｡

(3)接触部品の徹底的排除

無接点キ丁 ボードの採用,パッケージの大形化,接続コネ

クタを必要最低限にすることにより,接触部分を大幅にi成少

させた｡特に1日数万回以上の打けんがなされるけん盤の無

接点化は信束副生の向上に大きく役立っている｡

(4)静電気障害,誘導障害対策

フィールドにおける経験をもとにして,冬季における人体,

パイプいすへの帯電に起因する静電気障害,卓上に置かれる

電話機からの誘導障害を防止するための処理がとられている｡

(5)電源マージン･温度マージン

電i原電圧,周波数の変動や周囲温度の変化に対して十分な

マージンをもち安定した動作をするよう,電源回路,部品配

置及び実装にはi主意が払われている｡

(6)命令の再試行

READ系コマンド/WRITE系コマンドにおけるデータ転

送中にパリティ エラーが発見された場合,引き続いて同じコ

マンドが発行されれば,コンソール ディスプレイはカーソル

位置を自動的にもどし,同じデータの読出し,書込みを行な

うようになっている｡本機能により,インターミ ソテントに

発生するエラーの影響を排除し,稼動率を向上することがで

きる｡

l司 操作 性

コンソール ディスプレイの操作惟は装置の機能と関連があ

り,画面分割制御,回転式画面制御などにより,操作件の向

上は図られているが,そのほかに次のような項目についても

考慮されている｡

(1)コンソール パネル機能を装置にインテグレートしてあり,

システム操作性の向上を図っている｡

(2)コンソール パネルのキー ロック スイソテにより,スタ

ート,スト ップ,プログラム ロードなど,システムの運転に

関係したキーをロックし,操作の安全性を図っている｡

(3)システムの運転に関連したキ【には,倍の大きさのキー

トップをけん盤関係のキーよI)離して配列し,操作性,安全

惟を向上させてある｡操作壬頃度最多のコンソール割込キー

(COIN)は,オペレータに最も近く配列してある｡

(4)けん盤のキー配列はJIS規格に準拠しているが,* ,

･ 一

十 などのキーのシフトは英･数字シフト側に配し,

シフト変更の煩雑さを除去している｡また,けん盤には二重

打けん防止機能,2キー ロール オーバ機能,2タッチ画面

消去方式,ロック機能など,操作性,安全性向上のための機

能を備えている｡

(5)けん盤による画面修正機能はこれを必要最低限にとどめ,

キーが多いことによるオペレ【タの誤操作を防ぐよう,くふ
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う している｡

(6)キー タッチカについては,オペレータの疲労を二最も少な

く し,かつ操作しやすい値に設定している｡

(7)表示画面は12inと1,000‾文字表示のため適当な画面サイズ

とし,表示文字のフリッカを少なく し,オペレータの目視疲

労を少なくするよう緑色としている｡

(8)表示文字フォントは7×9ドットのため表示文字に不自

然さがなく,表示文字形は日本電信電話公社の標準パターン

に従っているため見やすくなっている｡

(9)電源のリモート制御機能により,電源投入/切断操作の

煩雑さがなく,また,緊急電源断機能により,システムの電

源断が迅速に行なわれる｡

l】 保 守性

コンソール ディスプレイはシステムに直結して使用される

ため,故障しないこと,エラーを起こさぬことが第一条件で

あるが,万一,障害が発生した場合には,迅速に修復される

ことも重要である｡H【8094-31形コンソール ディスプレイで

は次の点に留意され,保守性の向上が図られている｡

(1)装置構成ブロックを完全に機能単位化し,故障発見を短

時間で行なえるようにしてある｡特にパッケージについては

大形基板を使用し,論理機能ごとに分割し,かつ枚数を少な

く してある｡

(2)パッケージ構造を簡略化し,取付ねじを極力少なくする

ことにより,故障ブロックの取付け,取外しが短時間ででき

る｡また,交換作業には特殊な工具を必要としない｡

(3)マニュアル テスタが用意されており,コンソール ディ

スプレイをシステムから切り離して動作の確認を行.なうこと

ができる｡

(4)HITAC8350/8450/8700の各システムごとに診断プログ

ラムが用意されており,システムに連動して,動作の確認を

行なうことができる｡

由 結 言

コンソ【ル ディスプレイはその内部動作をほとんど電子的

に扱うことができるため,高い信頼性が得られ,またソフト

ウェアが要求する多くの機能を満たすようにできるので電子

計算機システムへの必要度はますます高まるものと思われる｡

しかしながら,コンソール タイプライタのほうがよ り通し

ている場fナもあるので,システム設計に当たっては､システ

ムの規模,用途,価格などの面から十分検討されなければな

らない｡コンソール ディスプレイの機能と信頼性を更にいっ

そう向上させるため,新しく開発される装置に対しては次の

ような点が考厚されなければならない｡

(1)画面サイズ,容量の大形化による,より高度な画面制御

機能のサポート

(2)ライト ペンj采用による操作性の向上

(3)データ転送速度のより高速化によるシステム ズルーフ0ソ

トの向上

(4)より高度なプリンタ制御機能

(5)LSI部品の積極的使用による信頼性の向上
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